
第 1 回 株式会社エフエム真岡 放送番組審議会議事録 
 

１ 開催日時：令和 2 年 10 月 20 日(火) 午後 2 時~午後 2 時４５分 

２ 開催場所：株式会社エフエム真岡 会議室（市役所２階） 

３ 委員出席：審議委員総数 5 名 

出席委員数 5 名 

■出席委員(敬称略) 

増山 明 （真岡商工会議所 専務理事) 

小池知恵子（真岡市総務部情報政策課 情報管理係長） 

篠崎 勝美（株式会社シノザキ楽器 代表取締役） 

宇賀神久子（株式会社アキヤマ観光 チーフカスタマーサービス) 

上澤 宏行（真岡青年会議所 理事長) 

 

■放送事業者側出席者 

加藤 靖   (株式会社エフエム真岡 代表取締役) 

髙橋 尉浩（株式会社エフエム真岡 取締役） 

加門 宏文（株式会社エフエム真岡 取締役） 

 

４ 審議会会長・副会長互選 

全員一致で以下のとおり選出 

増山 明  会 長 

小池知恵子 副会長 

 

５ 議題 

  報告事項 

① エフエム真岡の概要について 

コミュニティ FM の歴史や成り立ち、送信所や演奏所などの物理的な設備構成、運

営方法としての組織体制やパーソナリティの役割を説明。そのうえで、自主制作番

組を平日は毎日 8 時間程度、土日はイベントや地域ボランティアなどの番組を適宜

放送することで、地域社会の活性化を図る旨を説明。また、災害時には避難所開設

やライフラインの被災情報など、生活の早期復旧に役立つ情報を迅速かつ的確にお

届けすることで、災害情報をシームレスに伝達する役割について詳細に報告。 

 

議事 

① 放送番組の編集の基準について 

② 放送番組の編集に関する基本計画について 



③ 放送番組審議委員会議事規程について 

④ 放送番組審議会の次回以降の開催について 

⑤ その他 

 

６ 審議内容 

① 放送番組の編集の基準について 

事務局より審議会に対し原案を提示し、内容を詳細に説明、その後、原案のとおり

審議委員全員一致で承認可決され制定されました。 

 

② 放送番組の編集に関する基本計画について 

事務局より審議会に対し原案を提示し、内容を詳細に説明、その後、原案のとおり

審議委員全員一致で承認可決され制定されました。 

 

③ 放送番組審議委員会議事規程について 

事務局より審議会に対し原案を提示し、各条項を詳細に説明、その後、原案のとお

り審議委員全員一致で承認可決され制定されました。 

 

④ 放送番組審議会の次回以降の開催について 

（事務局）開局が 11 月 15 日の予定であり、今後の公私ともにご多忙の審議委員の皆

様の諸事情も鑑みますと、今後の開催については、年 4 回程度で、毎年 1

月、4 月、7 月、10 月の各第 2 週の火曜日、午後 1 時 30 分からの開催予定

とさせて頂きたい旨を提示。 

(委 員) 審議委員全員一致で承認可決。 

 

⑤  その他 

（委 員）防災ラジオを購入したが、遮蔽物や地形の関係で電波の届かない地域もあ

るのか？ 

（事務局）市内のほとんどのエリアで聴取できると考えているが、一部難聴地域が出

るかもしれない。今後、真岡市様と協力して難聴対策を実施する予定なの

で希望する人には聴取できる環境を整えていきたい。実際には、現地の状

況を確認させていただき、防災ラジオの設置場所を検討しつつ、厳しい場

合は、簡易なアンテナを付けることも考えている。それでも厳しい場合は、

真岡市はケーブルテレビ施設を保有しており、全域引込可能な状況なので、

IRU 契約者である宇都宮ケーブルテレビとの連携でコミュニティ FM を有

線で届けることを可能にしていきたい。また、市内で展開している宇都宮

ケーブルテレビの放送サービス（有料）に加入すればコミュニティチャン



ネルのデータ放送でも聴取できるような環境も真岡市様と協業して考えて

いきたいと思っています。 

 

（委 員）コミュニティ FM ができることを本当にうれしく思います。会社を立ち上げ 

      て、今後も大変だと思いますが真岡市にとって有意義なことなのでぜひ頑張

っていただきたい。個人的にも協力して行きたい。 

 

(委 員) スマホが主流のご時世であるが、仕事上車を使用することが多いので移動時 

には、ラジオを聞いている。昨年の大雨被害を見ていてラジオは防災上欠か

せないものと感じている。是非頑張って欲しい。 

 

(委 員) コミュニティ FM ができることで地域の活性化に寄与できると考えますし、

地域経済にも好循環が生まれるように期待している。このような媒体がある

ことが地域を豊かにするものと思っているので、是非ともいい放送を流して

真岡市を元気にしてほしい。 

 

(委 員) 随分前から、コミュニティ FM を立ち上げるということで、全国に視察に行

って勉強しているのを知っていましたので、真岡市らしい運用を考えている

ものと感じている。大変なことも多いと思うが是非とも頑張って頂きたい。 

 

（委 員） 防災ラジオの販売が開始し、売れ行きが好調と聞いた。それだけ市民のコミ

ュニティＦＭへの関心が強いと思われる。地元の情報をたくさん流して地域

を盛り上げていただきたい。 

 

７ 審議機関の答申又は意見の概要の公表 

① 自社ホームページに掲載 


